
氏名 木下　光生

大学院博士後期課程
担当科目

　なし

通信教育部担当科目 ・史学演習Ⅰ

　教務委員
　弓道部顧問

研究課題

　【教育上の特記事項】

　【社会的活動】

　【学内活動】
（学内職歴を含む）

　大阪大学博士（文学）

　日本近世史

最終学歴

　【研究上の特記事項】

専門分野

所属学会

平　成　２３　年　度　　教　育　研　究　業　績　書

取得学位

　近世史フォーラム　貧困研究会　奈良歴史研究会　大阪歴史学会　日本史研究会
　佛教史学会　日本葬送文化学会　日本環境斎苑協会　火葬研

　貧困・救済（セーフティーネット）・自己責任

　

　近世史フォーラム事務局長
　奈良歴史研究会研究委員長
　香川人権研究所第13回定期総会記念講演（2011年5月28日）
　平成23年度斑鳩町生涯学習講座「歴史講座２」（2012年3月24日）

　大阪大学大学院文学研究科博士後期課程修了

学部担当科目

・日本史Ⅰ（前期）
・日本史特殊講義（後期）
・日本史講読Ⅰ・Ⅱ（通年）
・日本史演習Ⅰ・Ⅱ（通年）

大学院修士課程
担当科目
（博士前期課程含）

・文化財史料論特殊講義Ⅱ（通年）

授業科目



共著

単著

単著

単著

単著

単著

単著
近世史フォーラム11
月福岡例会

2011年11月

『奈良史学』29

『近世史サマー
フォーラム2011の記
録』

清文堂出版2011年4月

2012年3月

『奈良歴史研究』76

『近世史サマー
フォーラム2010の記
録』

『国立歴史民俗博物
館研究報告』169

2011年6月

2011年8月

2011年11月

2012年1月

　1～14頁

　45～51頁

研究業績[著書、学術論文等]

①荒武賢一朗編『近世史研究
と現代社会』

発行所、発表雑誌等
又は発表学会等の名

称

発行又は
発表の年月

単著､
共著
の別

概　　　　　　　要

（学術論文）

（著書）

著書､学術論文等の名称

　271～290頁

（学会発表）

①「せめぎ合う社会救済と自
己責任―近世村社会の、没落
と貧困への向き合い方―」

②「「小農自立」論の終わ
り」

　会場：九州大学西新プラザ

③

（その他）

②

④「村の「貧困」「貧農」と
日本近世史研究」

担当論文「働き方と自己責任を問わ
れる賤民たち―近世後期、平人身分
社会の稼働―」（153～183頁）

③「自己を発見する賤民と百
姓」

　95～123頁

　44～53頁

④

⑤「納税と徴税の社会史―13
～20世紀の時間軸で考える
―」

①「「波動」という立場―
「国家史」の議論共有を目指
して―」

⑤

①


